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　20th Century Concert Dance expanded mainly in Europe, and there is no system of professional 
dance company in Japan. There are the Japanese Dancers with overseas Career working together 
with the greatest and most well known world choreographers of 20th Century Concert Dance. 
The purpose of this study was to extract keywords that describe psychology and sense of that 
dancers through the researcher’s interviews with them. Furthermore, It became apparent that the 
dancers regarded the past as an era where 20th Century Concert Dance was characterized by the 
great symbiotic relationship between the dance companies that created the performances and the 
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　上記の質問はすでに 2011 年に実施。2011 年調査時の 12 名の対象者の中から、所属し
ていたカンパニーのコレオグラファーが同じ２名×２組を抜粋し、この度考察の再考を行
った。
　分析方法は KJ 法である。質的な研究を行うために KJ 法を選択した。調査対象者の心
理を読み解き、常に変動する舞踊の価値観と照らし合わせながら、内部観察といった尺度
で分析を進めるためには量的な研究よりも質的な研究が適していると判断した。研究者
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ダンサー A 回答①‒a （体育教師）体育が嫌いな子もいる環境での教えに疑問
ダンサー A 回答①‒b どうせならダンス好きな子に教えたい
ダンサー A 回答①‒c ロンドンでダンスクラスを受けていてやっぱりダンスがやりたいと
ダンサー A 回答①‒d 先生からプロを勧められたの








ダンサー K 回答①‒a 19 歳でフォルクバンク芸術大学へ入学
ダンサー K 回答①‒b ピナ・バウシュと同じ大学
ダンサー K 回答①‒c その後、ヴッパタール舞踊団のオーディションを受け
ダンサー K 回答①‒d 「春の祭典」にエキストラで出演
ダンサー K 回答①‒e リハーサル中に、ピナから「衣裳合わせしてきて」と言われ
ダンサー F 回答①‒a 海外へ行く最初のきっかけは、ローザンヌ国際
ダンサー F 回答①‒b 高校２年生の時、もうバレエ辞めようと思っていた




ダンサー F 回答①‒e 日本でダンサーになる選択肢が無かったから辞めようと思ってた
ダンサー F 回答①‒f 「舞台芸術」に行きたくそれならヨーロッパかなと
ダンサー F 回答①‒g あの頃、海外へ行けるチャンスはローザンヌしかなかったので
ダンサー F 回答①‒h コンクールに出たらたまたま賞を頂けて、17 歳でした
ダンサー F 回答①‒i （バレエ団入団）その年の 10 月に NDT の作品も生で見ました
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ダンサー F 回答①‒l 踊ってみて、やっぱり好きだなあと
ダンサー F 回答①‒m キリアンさんの作品ももっと踊りたくてそれでオランダへ行きました
ダンサー H 回答①‒a モナコのカンパニーに入ったばかりで
ダンサー H 回答①‒b ダンサーたちが練習しているのを見ている状態
ダンサー H 回答①‒c たった 20 秒ぐらいのシーンの練習を見てすごいなと思って


















ダンサー A 回答②‒a ピナとは姉妹的な間柄
ダンサー A 回答②‒b いまいるメンバーとの接し方とは違うと思います
ダンサー A 回答②‒c 私は思っていることを言えたダンサー
ダンサー A 回答③‒a （長期滞在の）理由はというか、ピナより素晴らしい人は他にいない
ダンサー A 回答④‒e 結局わたしなんかは長くカンパニーにいたから
ダンサー A 回答④‒f ダンサーとの関係よりもっともっと近かった気がします




ダンサー K 回答③‒a ピナが亡くなる以前といまは滞在する目的が違う
ダンサー K 回答③‒b 彼女の目はすごいんです
ダンサー K 回答③‒c 確かにずっと一緒にいたから
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ダンサー F 回答③‒a 長期滞在というか、帰国の理由はキリアンさんが NDT を離れたから
ダンサー F 回答④‒a 印象に残っているのは「演じないで欲しい」という台詞
ダンサー F 回答④‒b ラストシーンはインプロになっていて
ダンサー F 回答④‒c おれだから自由にやってくれとキリアンさんは言ってくれた
ダンサー F 回答④‒d 「そこはダンサー F がどう表現するか見たいから」と言ってくれて
ダンサー F 回答④‒e アクトしなくても良くて、自然でいられた
ダンサー H 回答③‒a
ダンスシアターの方って 13 歳から 53 歳までいたりしてみんなとて
も長いから
ダンサー H 回答③‒b 私なんてほんとに短い方なのだけど
ダンサー H 回答③‒c 他者に提示されていくものはみんなエキサイティングで



















ダンサー A 回答②‒d ピナはダンサーを褒めることはなかった
ダンサー A 回答④‒a 落ち込んでいるとピナは声をかけてくれます
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ダンサー A 回答④‒b そういう温かい面をわたしたちは見てますけどね
ダンサー A 回答④‒c １対１のダンサーとして対応してくれて
ダンサー A 回答④‒d それぞれに関係が違った
ダンサー F 回答②‒a キリアンさんの作品で舞台数をこなして
ダンサー F 回答②‒b 自然とみんなキリアンスタイルが身についていくという状況でした
ダンサー F 回答②‒c 個人がというよりグループ全体のスタイルを持っていた




ダンサー F 回答④‒f キリアンさんの年齢的な問題もあって
ダンサー F 回答④‒g 動いて見せる機会も減ってきました
ダンサー F 回答④‒h 本当に信頼しているダンサーしか使わないし
ダンサー F 回答④‒i 人間として理解してないと出来ない作業でした
ダンサー H 回答②‒a カンパニーに所属しているということは
ダンサー H 回答②‒b 大きく時代をまたぐというよりも

















ダンサー A 回答②‒e ピナは感性のするどい方
ダンサー A 回答②‒f ピナは独裁的ではないけれど、はっきりいって天才
ダンサー A 回答③‒b わたしが自分で今後何か作品を作るとなるとピナになってしまう
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ダンサー A 回答③‒c 自分のダンスはピナから切り離すことができません
ダンサー A 回答③‒d 踊りをやめるか自分で作るかであれば、離れることが出来たかも
ダンサー K 回答③‒f ピナとの出会いは自分が分からなかった自分を引き出してくれた
ダンサー K 回答③ g
だから、もっと（自分を）発見したいという気持ちでカンパニーに
いたの
ダンサー K 回答③‒h 作品の中にドラマがある
ダンサー K 回答③‒i それに生かされている感覚もあるかな
ダンサー K 回答④‒b 一度出してしまった答え（動き）はピナにあげることになるから








ダンサー F 回答④‒l だからこんな責任の大きなことは出来ないと
ダンサー F 回答④‒m キリアンさんに直接相談したんです。そうしたら
ダンサー F 回答④‒d 「そこはダンサー F がどう表現するか見たいから」と言ってくれて
ダンサー F 回答④‒n すごくうれしかったです。
ダンサー F 回答④‒o おれもキリアンさんの作品では




ダンサー H 回答②‒g なかなか奥に秘められた部分で気付かないことなんだけど
ダンサー H 回答②‒h ある日突然具体的なものから、はっと本質的なものが見つかって
ダンサー H 回答③‒f 作品とかは常に生み出されていくし
ダンサー H 回答③‒g 作品だけでなくて、新たしい美意識とか哲学とか価値観
ダンサー H 回答③‒c 他者に提示されていくものはみんなエキサイティングで
ダンサー H 回答③‒d それを肌で感じられるのは良かった




ダンサー H 回答④‒c 一人の作家を中心にしているカンパニーだったし
ダンサー H 回答④‒d 国内外へのツアーもあった
　回答③‒d（ダンサー A）「踊りをやめるか自分で作るかであれば、離れることが出来
たかも」にみられるように、究極の選択肢を想定してしまうほど、彼らにとってのコレオ
















ダンサー A 回答④‒f でも中身は違う
ダンサー A 回答④‒g 自分の中で葛藤があった




ダンサー K 回答②‒d 入団前はフィジカル部分のみに囚われていたけど
ダンサー K 回答②‒e ヴッパタールに入ってから
ダンサー K 回答②‒f 自分は誰なんだろうという自己の内面を見つめるようになった
ダンサー K 回答②‒g 今まで身体能力を問うレッスンばかりやってきたのかなと感じた
ダンサー K 回答④‒d 質問に答えられなかったもどかしさ
ダンサー K 回答④‒e やっぱり同じ質問が毎年あって
ダンサー K 回答④‒f 自分の中で変わっているというか、人間として成長しているってこと
ダンサー K 回答④‒g 確かめる機会になってた
ダンサー F 回答③‒d オーディションの時には面接、インタビューもありました
ダンサー F 回答③‒e ダンスの上手い、下手だけでは判断しないというか
ダンサー F 回答③‒f 面接で落ちる人が多かった
ダンサー F 回答③‒g 聞かれたことは簡単で、ダンスを始めたきっかけと
ダンサー F 回答③‒h 何故 NDT に来たのか、ということ
ダンサー F 回答④‒p 舞台上でも緊張しなかったんです。
ダンサー F 回答④‒q もちろん最初は素になるのが難しかった









ダンサー H 回答③‒l 自発性が強いダンサーは葛藤することも多いはず




ダンサー H 回答④‒g というようなことをダンサーに向けて舞台前に言われたりしました。




ダンサー H 回答④‒j 「今」を観客とシェアすることが大事
ダンサー H 回答④‒k いつもリスクを負わなきゃいけない
ダンサー H 回答④‒l この速さだと間に合うっていう動きがあっても
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